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楽
生
塾
修
学
旅
行
）
鳥
取
で
の
体
験
は
「
砂
伸
上

き
さ
楽
生
塾
で
は
、
日
月
1
2
日
　
（
金
）
　
に
鳥
取
砂
丘
へ
、

修
学
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

車
中
で
は
、
鳥
取
県
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が
り
、

お
昼
前
に
は
鳥
取
砂
丘
に
到
着
し
ま
し
た
。

昼
食
は
、
地
場
産
品
を
使
っ
た
料
理
で
「
海
に
来
た
な
～
」

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
満
足
の
い
く
内
容
で
し
た
。

午
後
は
、
砂
の
美
術
館
で
、
砂
像
展
を
見
学
し
ま
し
た
。
ア

リ
カ
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
砂
で
造
ら
れ
た
シ
マ
ウ
マ
や

ワ
ニ
、
ゾ
ウ
、
ゴ
リ
ラ
な
ど
、
そ
の
精
巧
さ

に
感
心
し
ま
し
た
。

今
年
の
　
「
体
験
」
は
、
そ
の
砂
像
づ
く
り

で
す
。
水
で
固
め
た
砂
の
塊
を
コ
テ
を
使
っ

て
彫
り
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、
来
年
の
干
支
の
ウ
サ
ギ

な
ど
を
造
り
ま
し
た
。

※
楽
生
塾
砂
像
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

1
位
奥
田
義
和
　
2
位
光
貞
昌
三

3
位
吉
井
と
し
み

特
別
賞
村
上
清
三
〃
佐
々
木
霊
（敬称略）

（
楽
生
塾
実
行
委
員
会
）
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今
年
は
、
昨
年
度
の
受
講
生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
開
設
し
た
5
つ
の
ク
ラ

ブ
に
分
か
れ
て
、
活
動
を
楽
し
み
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
、
茶
道
、
郷
土
史
、
手

芸
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
で
、
全
5
回
開
催

し
ま
し
た
。

受
講
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
は
　
「
ク
ラ

ブ
活
動
を
通
し
て
の
交
流
が
、
年
代
を
超

え
て
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。
ク
ラ
ブ

活
動
で
仲
間
が
で
き
て
修
学
旅
行
な
ど
も

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」

な
ど
の
お
話
し
も
聞
き
ま
し
た
。

一
昨
年
の
写
真
ク
ラ
ブ
や
、
昨
年
の
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
ク
ラ
ブ
は
、
自
主
グ
ル
ー

プ
と
し
て
引
き
続
き
楽
し
ん
で
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

体
験
交
流
旅
づ
く
り
の
会

1
2
月
6
日
　
（
月
）
　
に
5
回
目
と
な
る
会
議

を
開
催
し
、
3
月
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
企
画

を
行
い
ま
し
た
。

前
回
の
ツ
ア
ー
の
反
省
や
問
題
点
を
ふ
ま
え

内
容
を
協
議
し
た
結
果
、
「
今
後
、
自
立
し
て

ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画
に
取
り
組
む
こ
と
を
考
え

る
と
、
様
々
な
ス
タ
イ
ル
で
の
ツ
ア
ー
を
経
験

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
。
」
と
の
こ
と
か

ら
、
次
回
は
日
帰
り
で
の
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
は
3
月
初
旬
で
ほ
ぼ
決
ま
り
、
「
食
」

に
関
す
る
体
験
、
歴
史
や
街
並
み
を
テ
ー
マ
に

し
た
内
容
、
自
然
資
源
を
活
用
し
た
も
の
の
3

つ
の
柱
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
加
わ

り
活
動
の
幅
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後

は
「
民
泊
」
　
の
調
査
研
究
も
進
め
ま
す
。



l∴l ���� ������� 

∴∴∴ 「∴ � � �∴∴∴ ノ／i＿一三 �� � �〈－1－－／二 ∴∴∴ ��∴〝1－／一 ＿でこ（＿＿ニ＿／ �� � � � 

∴子 � � �� ��誓…毒 �宇野三宅 �� 

言う ���網轄 ��∴：：十十 ��逓 � � �十　二三i三享／‾、“ �� 

≡／三三二言二部高 一言、1－’諸君－ �1－ 1 を �∴∴ 讃 �“‾＿し＝： ∴料∴∴子 ���三言＼麦窪 �� � �� � � 

＿三＿㌣義範 ∴千両∵ ��� ��i子ト ‾筆端 ��∴∴耀 ‾、一■“∴：∴ ��“（－ �� �� 

∴∴ ど �「∴ilヽ「 ／‾′／i／ ��∴中： � � ��∴：l∴： �� ��「∴∴「： �‾菊芋∴ 

Fi r 、● �一一∴ ��：∴ふ： �� � ��� � �・∴I「 �� � 

タ ∴∴∵ら∴∴ ‡‾ � �喜 � �� � �＼云 ：∴ ��諾‡　　一一一六1－言 �����∴∴ 二‾千・ 享隷 

謹 

●′∴ ��∴∴∴　「∴‾ �� �� ���／三 � 

・‾；‾（ ���� �∴∴ �� �� � � ���� �】享（ 

∴丁： 幸子＿ �一†∴ 1∴∴ ：－∴ �� � � � � �．‘∵‾： ��� � 

．1 �I �ー∴→ � � ��‾き高一‾‾章 二：i言草 ���� � 

／勝 �� �醤 ���� � 

ri �� �� �� �� � �／薯 � � ���� � 

＿iiヾか 　薫 ����� ��㌦「 ノ＝ま く高 宮 －1∴ 鑑 � �ヽ 子 � � ��〆・＿「 ��発雷i 

；∴ �������∴： 韓、1‘ ��� ��嘉 �磐 ��‾i‾ な縛 ∴亘 

「∴∴ ∵∴∴ �� � � 

藍：、1 ��塩幽田園題圏繭， �������∴∴ � �苧 � �蛋i 蜜二 �� � ��壱 

皆
勤
賞

寺廣藤松森新寺

戸畑桝屋永木本

i照義孝和正健誓
音量　一行好美憲司子

吉舎自治振興会福祉部主催で、10月10日（日）に福山市鞘の浦へバス研修を行いまし
た。

快晴の下、34人の参加者が大型バスに集い、車中では唱歌などを歌いながらとても賑

やかな道中でした。

現地では、坂本竜馬に扮した方の歓迎を受け、ガイドの根本“村上さんの説明を聞き

ながら、重要文化財の対潮橙や、竜馬ゆかりの史跡、常夜灯や町並みを巡りました。

対潮桜から眺める仙酔島の景色は素晴らしく、太陽や月の軌跡を取り入れた建築の配
置は、説明を聞いて当時の研究や技術の高さを知り、とても勉強になりました。
秋の一日、輔の浦の歴史を訪ねて感動や笑顔の広がる楽しい健康づくりの行事となり

ました。（松浦正法）
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日
月
6
日
　
（
土
）
　
に
は
、
今
年
で
2
回

目
の
開
催
と
な
る
、
「
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
．
m
吉
舎
」
を
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
明
覚
寺
の
臨
川
合
唱
団
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
親
子
で
の
連
弾
や

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

町
内
で
ピ
ア
ノ
の
発
表
を
す
る
機
会
は

あ
ま
り
な
く
、
毎
年
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
パ
ソ
コ
ン
）

（
パ
ソ
コ
ン
）

（茶道）
（
吹
き
矢
）

（
パ
ソ
コ
ン
）

（郷土史）
（敬称略）

日
月
1
9
日
　
（
金
）
、
最
後
の
ク
ラ
ブ

活
動
の
後
、
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
、
講
演
会
、
映
画
会
、
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
全
て
に
出
席
さ
れ
た
人
7

人
に
皆
勤
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
開
講
も
お
楽
し
み
に
〓
‥
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第
7
回
ふ
れ
愛
ま
っ
り
“
や
わ
た
が
、

日
月
1
4
日
　
（
日
）
、
八
幡
小
学
校
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
天
気
予
報
で
は
雨
の
確
率
が

高
く
、
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
役

員
の
熱
意
の
ほ
う
が
そ
れ
を
上
回
り
、
と
て

も
良
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
得
て
、

た
い
へ
ん
賑
や
か
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
展
示
。
舞
台
発
表
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
・
バ
ザ
ー
。
農
産
物
展
示
即
売
な
ど
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
中
で
も
今
年
初
め
て

の
試
み
の
吉
舎
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
は
、

ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
、
ふ
れ
愛

ま
っ
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

した。出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
生
徒
の
み
な
さ

ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
廣
畑
義
行
）

作
品
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
書
道
、
生
花
、

編
み
物
、
彫
刻
、
写
真
も
展
示
さ
れ
ま
し

た。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
で
色
付
け
し

た
七
宝
焼
の
　
「
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
携
帯

ス
ト
ラ
ッ
プ
」
を
作
り
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
女
性
部
に
よ
り
、

う
ど
ん
。
む
す
び
・
焼
き
鳥
な
ど
が
販
売
さ

れ
、
美
味
し
く
好
評
で
し
た
。

そ
し
て
最
後
は
農
産
物
の
競
売
　
「
0
0
円

－
“
0
0
円
！
」
　
と
、
威
勢
の
い
い
掛
け
声
で

競
り
落
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
農
産
物
を

出
品
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
み
な
さ
ま
の

お
陰
だ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
作
品
を
出
品
さ
れ
た
方
、
ス
タ

ッ
フ
の
方
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
上
清
隆
）

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
日
月
7
日
（
日
）

「
敷
地
ふ
れ
あ
い
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

早
朝
は
雨
で
、
さ
ら
に
停
電
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
開
始
ま
で
に
は
雨

も
上
が
り
、
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。

地
区
対
抗
輪
投
げ
大
会
か
ら
始
ま
り
、
保

育
所
園
児
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
、
広
島
大
学

生
に
よ
る
大
道
芸
、
吉
舎
中
吹
奏
楽
部
の
演

奏
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
場
内
で
謹
書
所
。
小
“
中
学
校
の

今
年
7
月
か
ら
J
R
吉
舎
訳
横
に
建
設
の

始
ま
っ
た
、
中
四
字
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
工
事
は
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
来
年

1
月
に
は
、
真
新
し
い
中
国
字
地
域
の
活
動

拠
点
が
誕
生
し
ま
す
。
現
在
、
工
事
は
大
詰

め
に
入
っ
て
い
ま
す
。
　
　
（
吉
舎
支
所
）

4
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「
さ
つ
ま
芋
、
大
き
く
な
ー
れ
」
　
と
願

い
を
か
け
て
、
6
月
に
植
え
た
さ
つ
ま
芋

を
、
こ
の
ほ
ど
長
寿
会
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
掘
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
少
雨
で
、
全
国
的
に
野
菜

が
不
作
で
し
た
が
、
分
校
の
「
ち
び
っ
こ

農
園
」
は
別
世
界
。
大
人
の
腕
の
太
さ
も

あ
る
芋
が
次
々
と
掘
り
出
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
も
、
児
童
た
ち
が
夏
休
み
の
ラ
ジ

オ
体
操
の
後
で
、
毎
日
水
や
り
を
し
た
成

果
で
す
。
長
寿
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
し
っ
か
り

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
月
に
は
、
快
晴
の
青
空
の
も
と
で
焼

き
芋
大
会
を
し
ま
し
た
。
ほ
く
ほ
く
の
焼

き
芋
に
　
「
あ
っ
ち
っ
ち
！
」
と
悲
鳴
を
あ

げ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
か
ぶ
り
つ
き
ま
し

）

た。
ま
た
、
芋
が
焼
き
あ
が
る
ま
で
の
時
間

を
利
用
し
て
長
寿
会
の
み
な
さ
ん
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
。
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、
似
顔
絵
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
肩
も
み
を
し
た
り

と
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
野
営
原
　
暢
）

し

い
ま
ま
「
何
か
き
め
と
き
ん
サ
イ
」
　
で
チ
ョ

ン
！
　
お
ち
ゃ
に
し
ょ
う
や
～
と
ゆ
う
こ
と

で
休
憩
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
‥
‥
‥
。

は
て
さ
て
、
話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
に
散
会
、
残
れ
る
人
、
4
人
で
プ
ラ

ン
タ
ー
を
配
置
場
所
に
配
り
ま
し
た
。
楽
し

く
面
白
い
数
時
間
で
し
た
。
　
（
寺
戸
照
〓

マ
イ
ロ
ー
ド
を
花
で
美
し
く
、
中
四
字

地
区
で
は
、
日
月
1
5
日
に
、
花
の
植
栽

を
1
3
人
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
行
い
ま
し

た
。
熟
年
部
、
老
人
会
、
女
性
会
、
イ
キ

イ
キ
サ
ロ
ン
の
み
な
さ
ん
が
仲
良
く
楽
し

い
世
間
話
、
テ
レ
ビ
番
組
、
政
治
、
孫
の

成
長
な
ど
話
題
豊
富
、
賑
や
か
に
植
栽
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

次
は
駅
の
花
壇
に
花
を
咲
か
せ
に
ゃ
～

何
が
エ
工
か
の
～
植
え
る
花
は
決
ま
ら
な

1
2
月
5
日
、
安
田
む
つ
み
会
。
安
田
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
〃
安
田
自
治
振
興
会
共

催
に
よ
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一
環
と
し

て
、
安
田
地
区
在
住
の
一
人
。
二
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
　
（
0
0
歳
以
上
）
　
5
0
人
の
方
に
、

む
つ
み
会
の
み
な
さ
ん
が
、
お
弁
当
を
つ
く

り
、
配
達
し
ま
し
た
。

ま
た
同
日
に
は
、
恒
例
の
J
R
備
後
安
田

駅
清
掃
活
動
を
、
や
す
ら
ぎ
隊
の
主
管
で
行

い
ま
し
た
。
約
1
5
人
の
方
が
ご
参
加
く
だ

さ
り
、
草
刈
、
草
取
り
、
庭
木
の
勇
定
、
駅

舎
の
清
掃
な
ど
行
い
、
す
っ
き
り
と
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

（
溝
上
　
洋
）
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言
合
町
の
　
（
±
一
一
か
春
着
第
8
回
）

蜜
蜂
牽
＼
－
遜
域
を
考
え
る

服

　

部

　

和

　

尚

今
回
訪
問
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、

吉
舎
に
あ
る
臨
済
宗
仏
通
寺
派
大
慈
寺

です。服
部
和
尚
さ
ん
に
3
つ
の
質
問
形
式

で
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

○
お
寺
の
由
緒
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
応
永
2
8
年
（
1
4
2
1
年
）
　
に
南
天

山
城
4
代
城
主
和
智
氏
実
が
創
建
し
ま

し
た
。
仏
通
寺
開
山
大
通
禅
師
の
高
弟

宗
綱
和
尚
が
開
山
し
、
彼
が
大
慈
寺
を

開
く
と
、
こ
の
地
方
の
多
く
の
寺
院
が

仏
通
寺
派
に
属
し
、
宗
網
派
（
大
慈
寺

派
）
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

和
智
氏
と
関
係
が
深
い
寺
院
で
、
和

智
氏
実
の
位
牌
や
、
一
族
の
海
田
原
勝

秀
の
位
牌
も
残
り
ま
す
。

観
音
堂
は
南
天
山
城
5
代
城
主
の
和
智

時
実
が
建
立
し
、
9
代
城
主
和
智
誠
春
の

子
、
元
郷
が
再
建
。
ま
た
、
誠
春
は
父
豊

郷
の
菩
提
を
祈
っ
て
田
を
寄
進
し
て
い
ま

す。

こ
こ
は
、
備
後
国
三
十
三
札
所
の
う
ち

十
四
番
、
旧
三
難
郡
の
第
一
番
札
所
に
あ

た
り
ま
す
。

○
お
寺
の
特
徴
（
お
宝
）
、
ぜ
ひ
観
て
も

ら
い
た
い
所
　
（
物
）
を
教
え
て
く
だ
さ

い。●
お
宝
と
し
て
は
、
紙
本
墨
書
大
般
若
経

一
一
十
五
巻
（
県
重
要
文
化
財
）
、
観
音
堂

円
通
閻
附
厨
子
1
基
、
棟
札
2
枚
（
県
重

要
文
化
財
）
、
絹
本
着
色
絵
像
観
音
三
十

三
身
像
　
（
四
幅
）
　
（
県
重
要
文
化
財
）
、

大
慈
寺
開
山
遺
品
　
（
一
二
次
市
重
要
文
化

財
）
、
紙
本
和
智
氏
実
絵
像
　
（
三
次
市
重

要
文
化
財
）
、
石
造
無
縫
塔
（
大
慈
寺
開

山
宗
綱
墓
）
　
（
三
次
市
重
要
文
化
財
）
、

石
造
五
輪
塔
（
和
智
氏
実
墓
）
　
な
ど
重
要

文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
観
て
も
ら
い
た
い
所
は
、
秋
の

紅
葉
で
す
。
県
内
『
望
大
勢
の
人
が
観

に
来
ら
れ
ま
す
。
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
“

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

○
吉
舎
町
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
？

●
吉
舎
町
に
は
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
こ
れ
を
活
用
す
る
方
法
を
、
考
え

る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

奥
田
元
来
画
伯
の
業
績
を
た
た
え
た

「
ふ
る
さ
と
吉
舎
を
描
く
会
」
が
毎
年
開

催
さ
れ
て
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
参

加
さ
れ
、
吉
舎
町
内
の
風
景
等
を
描
か
れ

て
い
ま
し
た
。

吉
舎
町
の
い
い
ス
ポ
ッ
ト
を
県
内
外
に

P
R
し
て
も
ら
え
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
を
復
活
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

※
服
部
和
尚
さ
ん
取
材
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
升
田
芳
樹
。
藤
村
恵
子
）



弗ん鯵で考えよう吉舎の醒薩蝿罵艶愈裔

その6号今宮草炭文繊展示コーナー

11月13日（土）に吉舎中学校で文化祭が行われ、保護
者・子どもや地域のみなさんなど約220人が参観されまし
た。
ステージ発表では、生徒による吹奏楽演奏や演劇が披露さ

れ、展示コーナーでは、絵画や書道の作品、茶華道部による

生花、食育に関するの展示などがありました。
「10月の給食をふりかえって」と題した食青の展示は、

生活保健委員会が中心となって作成しました。給食メニュー
の写真に「一言メモ」が添えられ、生徒が食べている給食の

内容が、よくわかるものになっていました。また、給食で
「好きな献立」、「嫌いな献立」のアンケート調査をした結

果や、山の芋・たまねぎ・キャベツなどの地場産物の紹介が

ありました。
生徒の人気メニューのレシピ紹介もありました。

【人気メニュー】

第1位　スパゲティミートソース

第2位　ポークカレー
二∴∴豆連語酪連：∴∴∴∴・：　　　－遊　　　　　　　　園 

拳 ：ヽ � �／一＼景憂悶圏醸最覇葦－ 
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÷∴ � 
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こ妄 � � � �す－ � �ヰ � �tl 

／寿 ∵一∴ �賀 �∴詳 　∴子 � � � � � �� � � �∴　－i　一 � 

軍書峨‘‡二〇 ��� � � � �� � � 

‾、一一予て � � � � 

湊 � �i細筆 �∴∴ ▲干 �基i 

● �・計 �� � ������ � �� 

⊥二′ � ���：喜；i 
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晶徽琵賜麿欝画題
☆★☆おはなし広場☆★☆ 

と　き　1月12日（水）10時30分～ 

テーマ　ふくはうち 

ところ　吉舎図書館　絵本コーナー 

対　象　幼児～一般 

今月のひとこと
「『孤独を悪者だと思うな。孤独を嫌だと思う

な。孤独とは、気高く優しい友人だじっくり付き

合ってみるがいい』～中略～『寂しいと思うこと

も必要だ。それらを養分にして、孤独の中で自

分を育ててみろ』」
～「僕とおじいちゃんと魔法の塔」

香月　日輪／著より～

お問合せ　禽43－4513（FAX兼）

弼12月の新着図書案内（10月21日～11月20日受入分）
［一触書］

本を読むってけっこういいかも　　　　　　香山リカ／著

いつもの野菜でささっと潰けもの　　　　　杵島直美／著

アラメン5
おやすみラフマニノフ

みをつくし料理帖1－4
など44冊

［児童書i

COCOはとびきりかわったコ

The MANZA1　6

もりのてぷくろ

ナミチカのきのこがり

魔女とケーキ人形

など50冊

7

ジャニーズ研究会／編

中山七里／著
高田郁／著

エリザベス・マシューズ／著

あさのあつこ／作
ナターリヤ・チヤルーシナ／え

降矢なな／作
デイヴィッド・ルーカス／作

※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

閉
潟
曲
調
縄
滑
翔
靭
舶
鞠
紹
鞠
開
閉
閑
職
関
閣
議
鵠
郎
鎚
鯛
朔
溺
絹
網
絨
絹
紙
鰯



主催：劇団マライ☆★☆入場無料☆★☆

／縮：啓 一∴∴ � �ヨ議書霞匿 ��‾、ヨ＝性蓋青書寡饗l宴【lE軍曹着発にお富l宴園田　＝ �������� � 

12月 �12日（日 �） �9：35～ �しめ �なわづ �くり � � � � � �八幡小学校 � 

12月 �12日（日 �） �8：30～ �歩い �て歩い �てふれあい健康づくり ��� � � �士全　　一　　一 �センター出発 ロロコミュー丁イ 

12月 �12日（日 �） �9：00～ �はた �るの里づくり �� �（草刈り） � � � �七日市裏馬洗川涌 �可原一帯 

12月 �12日（日 �）1 �0：00～ �徳市 �ふれあ �いセン �ター祭り �� � � �徳市ふれあいセン �ター 

12月 �19日（日 �）8 �：30～ �花文字年賀 ��状づく �り � � � � �敷地グラウンド � 

12月 �19日（日 �）10 �：30′） �げき �だんマ �ライのクリスマス ��� � � �吉舎生涯学習セン �ター 

12月 �23日（木 �）11 �：00〈ノ �世代 �間交流 �もちつき大会 ��� � � �中四字コミュニテ �イセンター 

1月 �1日（土 �）6 �：30～ �初日 �を迎え �る集い � � � � � �とみしの里 � 

1月 �9日（日 �）11 �：30～ �三次市消防団吉舎方面隊出動式 ����� � � �吉舎支所玄関前駐 �車場 

発行“編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話／FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112　FAX：43－3062
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※
1
2
月
第
4
水
曜
（
2
2
日
）
　
の

引
取
り
業
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
月
1
2
日
　
（
水
）

。
旧
J
A
三
次
安
田
支
店
前

日
時
0
0
分
～
日
時
1
0
分

。
敷
地
簡
易
郵
便
局
前
駐
車
場

日
時
0
0
分
～
日
時
的
分

・
三
次
市
吉
舎
支
所
前

日
時
5
0
分
～
1
2
時
0
0
分

※
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

総
合
調
整
係
曾
4
3
－
3
1
1
1

2
ト
ン
車

［
く
み
取
り
日
］
　
　
1
月
4
日
　
（
火
）

※
申
込
み
は
1
2
月
2
4
日
　
（
金
）

1
5
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

4
ト
ン
章

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
〃
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
の
ぞ
く
）

申
込
先
総
合
調
整
係
　
雷
4
3
－
3
1
1
1

※
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
毎
週
金
曜

日
午
後
3
時
ま
で
に
、
三
次
市
吉
舎
支
所
総

合
調
整
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
し
尿

く
み
取
り
取
次
店
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
年
末
の
く
み
取
り
業
務
は
、
例
年
多
く

の
依
頼
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。
1
月
は
4
日
か
ら
で
す
。

▼
ト
レ
ー
ー
一
ン
ク
マ
シ
ン
の

利
用
に
つ
い
て

毎
日
8
時
5
0
分
か
ら
盤
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
・
金
曜
日

9
時
0
0
分
か
ら
日
時
0
0
分
ま
で

。
1
2
月
1
0
日
。
1
2
月
1
7
日

・
1
2
月
2
4
日
。
1
月
1
日

◎
午
後
（
1
2
時
か
ら
同
時
）
が

利
用
で
き
な
い
日

“
1
2
月
1
0
日
〃
1
4
日
〃
1
5
日

。
1
2
月
1
7
日
〃
2
2
日
〃
2
4
日

“

1

月

5

日

〃

　

7

日

◎
一
日
中
利
用
で
き
な
い
日

・
1
2
月
1
6
日

。

1

月

1

日

。

2

日

・

3

日

◎
施
設
開
館
時
は
支
所
宿
直
室
で
カ
ギ

を
受
納
罷
観
犠
講
〟
1
1

▼
敷
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
見
に
来
て
ね
‖
…

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
☆
花
文
字
年
貴
状
寄

書
花
文
字
年
賀
状

期
　
間
　
1
2
月
1
9
日
　
（
日
）
　
～
1
月
8
日
　
（
土
）

獲
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

期
　
間
　
1
2
月
1
9
日
　
（
日
）
　
～
1
月
3
1
日
　
（
月
）

※
夕
方
6
時
ご
ろ
か
ら
点
灯
し
ま
す
。

会
　
場
　
敷
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

主
　
催
　
敷
地
自
治
振
興
会

曾
4
3
－
2
3
7
7

▼
「
体
を
動
か
そ
う
会
」参
加
考
募
集
中
‖
…

「
ラ
ク
ラ
ク
」
　
か
ら
や
や
き
つ
い
」
運
動
ま
で

開
催
日
〃
1
2
月
2
4
日
　
（
金
）
和
室

〃
1
月
1
日
　
（
金
）

時
　
間
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

会
　
場
　
吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
今
原
正
美
さ
ん

参
加
費
　
5
0
0
円

総
合
調
整
係
禽
4
3
－
3
1
1
1

寵
恭
嚢
題
詩
顕
輌
蛙

撮
撮
緩
ぐ
る
議
運
闘

1
2
月
1
1
日
（
土
）
く
∴
日
月
2
0
日
へ
月
）

◎
運
動
の
基
本

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◎
運
動
の
重
点

☆
飲
酒
運
転
の
根
絶

☆
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

☆
反
射
材
の
雷
雲
離
籍


